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『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”

　開港を約１カ月後に控えた、２月16日、野田地区の県道紅葉石岡線
から茨城空港までを結ぶ県道百里飛行場線、約2.8ｋｍが完成し、空港
ターミナルビル前において開通式典が行われました。式典には、橋本
昌県知事をはじめ、額賀福志郎衆議院議員、西條昌良県議会議長、玄
東實アシアナ航空（株）専務取締役日本地域本部長、島田穣一市長、空
港周辺首長、地権者などが参列し、交通安全祈願やテープカットなどに
より、開通を祝いました。

茨城空港へ直結する
県道百里飛行場線が開通!!
茨城空港へ直結する

県道百里飛行場線が開通!!
茨城空港へ直結する

県道百里飛行場線が開通!!
情報提供制度
小美玉市長選挙
高齢者等外出支援サービス
お!みた!まちづくり
わだい
情報ガイド
けんこうビュー
四季の歌
小美玉の歴史を知ろう
第２回小美玉ゆめ未来芸術展
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市
で
は
、
小
美
玉
市
自
治
基
本
条
例
第
15
条（
情
報
共
有
等
の
規
定
）を
踏
ま

え
、
市
民
の
日
で
あ
る
3
月
27
日
か
ら「
小
美
玉
市
情
報
提
供
制
度
」を
開
始
し

ま
す
。

　
「
情
報
提
供
制
度
」と
は
、
市
が
保
有
す
る
行
政
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
積

極
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
と
情
報
を
共
有
し
、
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
市
は
広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）な
ど
で
市

政
情
報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
制
度
開
始
に
よ
り
さ
ら
に
多
く
の
情
報

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
提
供
で
き
る
よ
う
、
そ
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

月
27
日
か
ら
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

介
し
て
行
い
ま
す
。
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
場
合
は
、

市
役
所
お
よ
び
総
合
支
所
で
閲
覧
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
提
供
事
項
】

１
． 法
令
等
に
よ
り
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
情
報
に
関
す
る
事
項

２
． 市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
関
す

る
事
項

３ 

． 市
の
長
期
計
画
そ
の
他
の
重
要

な
基
本
計
画
に
関
す
る
事
項

４
．重
要
な
施
策
に
関
す
る
事
項

５
． 事
務
事
業
の
評
価
に
関
す
る
事
項

６
．公
共
施
設
等
に
関
す
る
事
項

７
．交
際
費
に
関
す
る
事
項

８
．議
会
に
関
す
る
事
項

９
． 行
政
組
織
、
制
度
等
に
関
す
る

事
項

10
．開
示
請
求
の
頻
度
の
高
い
事
項

11
．審
議
会
等
に
関
す
る
事
項

12
． 市
民
参
画
・
協
働
に
関
す
る
事
項

13
． 市
民
生
活
に
密
接
な
関
係
が
あ

　

従
来
の
小
美
玉
市
情
報
公
開
条
例

に
基
づ
く「
情
報
公
開
制
度
」は
、
市

民
か
ら
情
報
公
開
の
請
求
が
あ
っ
た

場
合
に
所
定
の
手
続
き
を
経
て
公
文

書
を
公
開
す
る
制
度
で
す
が
、
市
民

が
必
要
と
す
る
情
報
は
情
報
公
開
制

度
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
た
め
、
情
報
公
開
制
度
と
は

別
に
、
市
民
が
必
要
と
す
る
行
政
情

報
を
市
が
積
極
的
に
提
供
し
、
市
民

が
い
つ
で
も
容
易
に
情
報
を
入
手
で

き
る
よ
う
に
す
る
の
が「
情
報
提
供

制
度
」で
す
。

　

情
報
提
供
制
度
に
よ
り
提
供
す
る

情
報
は
次
の
項
目
に
分
類
さ
れ
、
3

る
事
項

14
． 市
民
の
意
識
調
査
等
に
関
す

る
事
項

15
． 市
の
保
有
す
る
統
計
調
査
に

関
す
る
事
項

16
． 市
が
行
う
行
事
等
に
関
す
る

事
項

17
． 報
道
機
関
へ
情
報
提
供
し
た

事
項　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
】

　

企
画
調
整
課　

情
報
政
策
係

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
１
２
３
４

　

空
港
開
港
を
約
1
カ
月
後
に
控

え
た
2
月
11
日
、小
川
文
化
セ
ン

タ
ー（
ア
ピ
オ
ス
）に
お
い
て
市
民

約
１
，０
０
０
人
が
参
加
し
、「
茨

城
空
港
開
港
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
部
で
は
、
国
土
交
通
省

Y
O
K
O
S
O
J
A
P
A
N
大
使

を
務
め
る
李
容
淑（
リ
・
ヨ
ン
ス
）

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
が「
韓
国

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状
」と
題
し

て
行
わ
れ
、外
国
人
観
光
客
の
も

て
な
し
方
や
空
港
を
利
用
し
た
地

域
振
興
策
等
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

韓
国
人
の
持
つ
日
本
の
3
大
イ

メ
ー
ジ
は「
温
泉
、お
祭
り
、匠た

く
み

精

神
」で
、3
大
魅
力
は「
温
泉
、ゴ
ル

フ
、日
本
酒
」と
紹
介
し
、そ
れ
ら

を
盛
り
込
ん
だ
企
画
に
期
待
し
て

い
る
こ
と
や
、日
本
の
歴
史
や
文

化
を
味
わ
え
る
新
し
い
商
品
開
発
を
す

る
こ
と
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
、経
済
力
に
つ
な
が
る
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
、「
受
け
入
れ
る
側
が
使
命
感

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
強
調
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、李
さ
ん
も
交
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
茨
城
空
港
か
ら

世
界
へ
〜
み
ん
な
で
育
て
よ
う
茨
城
空

港
〜
」で
は
、筑
波
大
学
大
学
院
蓮
見
孝

教
授
の
司
会
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

商
工
会
青
年
部
や
観
光
協
会
、市
空
港

対
策
課
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
空
港
に
対
す
る
期
待
や
振
興
策
を
述

べ
ま
し
た
。

　

2
部
で
は
、鉾
田
市
出
身
で
タ
レ

ン
ト
の
磯
山
さ
や
か
さ
ん
が
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
、本
市
出
身
で
ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
歌
手
の
宮
内
タ
カ
ユ
キ
さ
ん
が
歌
を

披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
ホ
ー
ル
で
は
韓
国
の
食
文

化
等
の
紹
介
を
、中
庭
で
は
空
港
周
辺
7

市
町
に
よ

る
観
光
物

産
の
販
売

等
が
行
わ

れ
、
多
く

の
人
が
訪

れ
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

開
港
間
近
の
2
月
6
日
、
格

安
運
賃
を
売
り
と
す
る
航
空
会

社「
ス
カ
イ
マ
ー
ク
」（
東
京
都
大

田
区
）の
国
内
定
期
便（
茨
城
―

神
戸
便
）1
日
1
往
復
の
就
航

が
決
定
し
ま
し
た
。
大
人
普
通

運
賃（
片
道
）を
1
万
２
，０
０
０

円
と
設
定
し
、
搭
乗
21
日
前
ま

で
に
予
約
す
る「
前
割
21
」で
は

５
，８
０
０
円
で
あ
り
、
各
種
割

引
運
賃
が
設
定
さ
れ
、
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
す
。

＊ 

搭
乗
券
の
予
約
は
、
同
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
予
約
セ
ン

タ
ー（
☎
０
５
０-

３
１
１
６-

７
３
７
０
）で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

情
報
公
開
制
度
と
の
違
い

情
報
提
供
の

実
施
方
法
に
つ
い
て

国
内
定
期
便

 

（
神
戸
便
）が

４
月
16
日
か
ら
就
航
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小
美
玉
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
知
り
た
い

情
報
を
探
し
や
す
く
、
見
や
す
い
ペ
ー
ジ
と
な
り
、
市
に
関
す
る
豊
富
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

【
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
】http://w

w
w
.city.om

tam
a.lg.jp

・
納
場
学
区
子
ど
も
会
育
成
会

・
堅
倉
若
草
子
ど
も
会

　

１
月
30
日
、
四
季
文
化
館（
み
の

〜
れ
）で
開
催
さ
れ
た「
平
成
21
年
度

優
良
子
ど
も
会
等
表
彰
式
」に
お
い

て
、
茨
城
県
知
事
・
茨
城
県
子
ど
も

会
育
成
連
合
会
長
か
ら
納
場
学
区
子

ど
も
会
育
成
会
お
よ
び
堅
倉
若
草
子

ど
も
会
に
、
優
良
子
ど
も
会
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

納
場
学
区
子
ど
も
会
育
成
会
・
堅

倉
若
草
子
ど
も
会
と
も
、
地
域
に
根

付
い
た
活
動
が
認
め
ら
れ
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
前
に
は
堅
倉
若
草

子
ど
も
会
の
活
動

発
表
と
小
川
太

鼓
に
よ
る
公
演
が

行
わ
れ
、
表
彰
式

に
華
を
添
え
ま
し

た
。

　

2
月
3
日
、茨
城
県
庁
に
お
い
て
、

平
成
21
年
度
茨
城
県
統
計
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
長
年
、
統
計
調
査

に
従
事
さ
れ
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に

対
し
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

●
茨
城
県
知
事
表
彰

　

廣
瀬　

泰
一

●
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　

額
賀　

博
文
、
安
井　

征
博

　

2
月
23
日
、
茨
城
県
J
A
会
館
で

「
第
53
回
茨
城
県
稲
作
共
進
会
、
第

20
回
茨
城
県
そ
ば
共
進
会
」が
開
催

さ
れ
、
稲
作
共
進
一
般
の
部
で
佐
才

の
石
井
富
男
さ
ん
が
優
秀
賞（
特
別

賞
：
茨
城
県
議
会
議
長
賞
）を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

受
賞
対
象
と
な
っ
た
稲
作
は
、
茨

城
県
認
定
の
エ
コ
農
産
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る「
特
別
栽
培
米
」で
す
。
こ

の
栽
培
米
は
、
数
種
類
の
ミ
ネ
ラ
ル

成
分
入
り
肥
料
と
天
然
鉱
石
を
使

い
、
従
来
使
用
の
農
薬
を
半
分
に
減

ら
し
、
安
全
で
冷
め
て
も
美
味
し
い

お
米
だ
そ
う
で
す
。

　

石
井
さ
ん
は
、
平
成
19
年
に
も
コ

シ
ヒ
カ
リ
部
門
で
茨
城
県
知
事
賞
を

受
賞
し
て
お
り
、「
こ
れ
か
ら
も
さ

ら
に
美
味
し
い
米
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

2
月
9
日
、
茨
城
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で「
茨
城
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り

大
会
」が
開
催
さ
れ
、
下
鶴
田
区
が

優
良
活
動
モ
デ
ル
地
域
集
落
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
区

の
女
性
部
副
部
長
、
信
田
菊
江
さ
ん

に
よ
り
、
平
成
18
年
に
建
設
さ
れ
た

下
鶴
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
感
謝
祭
や
敬
老
会
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
楽
し
く

集
い
、
盛
ん
な
交
流
を
展
開
し
て
い

る
様
子
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

納場学区子ども会育成会堅倉若草子ども会

●
茨
城
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

会
長
賞

　
「
税
と
共
に
生
き
て
い
く
た
め
に
」 

水
野　

勝
仁（
小
川
南
中
3
年
）

●
水
戸
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

優
秀
賞

　
「
わ
た
し
た
ち
と
税
」
岡
野
沙
也
佳（
小
川
南
中
1
年
）

　
「
僕
ら
の
税
金
は
?
」
土
井　

脩
平（
小
川
北
中
2
年
）

　
「
税
の
無
駄
使
い
」　  
斉
藤　

拓
哉（
玉
里
中
3
年
）

　
「
税
に
つ
い
て
」　　

  
藤
井
み
ず
希（
美
野
里
中
1
年
）

下
鶴
田
区
が

  

ふ
る
さ
と

    

づ
く
り
大
会
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た

統
計
調
査
に
貢
献

優
良
子
ど
も
会
表
彰

優
良
子
ど
も
会
表
彰

石
井
さ
ん
が

県
稲
作
共
進
会
で

優
秀
賞
を
受
賞

税についての
 中学生の
作文入賞者
（敬称略）
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　平成 22年４月 29日任期満了に
伴う小美玉市長選挙は、 投　　票

◆日　　時　４月 11 日（日）　午前７時から午後６時まで
◆投票場所　市内 42 カ所

投票できる方

◆【年齢要件】平成２年４月 12 日以前に生まれた方
◆【住所要件】 平成 22 年１月３日までに小美玉市へ転入

の届出がされ、基準日まで引き続き（３カ
月以上）小美玉市内にお住まいの方

◆投 票 日　 （４月 11 日）の時点で小美玉市の選挙人名
簿に登録され選挙権を有する方

開　　票
◆日　　時　４月 11 日（日）　午後７時から
 　　　　　　（即日開票、選挙会併催）
◆開票場所　小美玉市美野里公民館１階大会議室

告示日 （立候補届出日）

４月４日（日）
投票日

４月11日（日）
□投票される方へ
　投開票の概要および投票できる方
は、右の表のとおりです。

□投票日当日または選挙期間中に投票ができない方は
　期日前投票・不在者投票をご利用ください。また、自筆で投票することが困難な場合や、投票所に行けない場合、代
理投票や点字投票、郵便で投票する方法があります。

期日前
投　票

○投票日当日に投票所で投票できない方
　 下記期間・場所・時間にて投票ができます。
◆期日前投票期間　４月５日（月）から10日（土）まで
◆期日前投票場所　小美玉市役所本庁舎、小川総合支所、玉里総合支所
◆期日前投票時間　午前 8時 30分から午後 8時まで
※ 期日前投票を希望される方は、投票所入場券（未着の場合は不要です。）をご持参ください。

代理投票・
点字投票

○  手や目などの不自由な方で、自筆で投票用紙への記入が困難な方投票所で係員にお申し出ください。

不　

在　

者　

投　

票

【下記各不在者投票共通】
◆不在者投票用紙等請求期限　４月10日（土）まで
　　郵便による不在者投票は、４月７日（水）まで
　　  ※郵便事情により期日までに届かない場合がありますので、手続きはお早めにお願いいたします。

◆不在者投票期間　４月５日（月）から10日（土）まで

他市町村での
不在者投票

○長期の出張などで選挙当日や期日前投票ができない方
　  　滞在先の市町村選挙管理委員会で投票ができますので、小美玉市選挙管理委員会へ投票
用紙を請求してください。（告示日前でも請求はできます。）

病院や施設で
の不在者投票

○県選挙管理委員会が指定した病院や老人ホームなどの施設に入所されている方
　  　その病院や施設で投票することができますので、病院長や施設長に申し出てください。

郵便による
不在者投票

○「郵便等投票証明書」をお持ちの方で、下記①または②に該当する方
　  　ご自宅で投票ができますので、有効期限の切れていない「郵便等投票証明書」を添えて、４月
７日（水）までに、小美玉市選挙管理委員会へ投票用紙等を請求してください。

①身体障害者福祉法、戦傷病者特別援護法に規定する次の方（主なもの）
　・免疫の障害（１級から３級）の方
　・両下肢等の障害（１級若しくは２級、特別項症から第２項症）の方
　・内蔵機能の障害（１級若しくは３級、特別項症から第３項症）の方
②介護保険法に規定する要介護状態区分が、要介護 5の方
※ 郵便投票には「郵便等投票証明書」が必要になりますので、お持ちでない方は申請手続をしてください。（証明書の発行に
は時間がかかりますので、早めの交付手続をお願いします。）

※ 郵便投票の対象となる方で、自筆で投票できない方は、事前の申請により「代筆記載制度」がご利用になれます。詳しくは、
小美玉市選挙管理委員会へお問い合わせください。

です。

小 美 玉 市 長 選 挙
４月11日（日）　午前７時から午後６時まで投票日
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問い合わせ 小美玉市選挙管理委員会事務局（総務課内）
☎４８－１１１１　内線1282・1283　FAX４８－１１９９

□投票区・投票所一覧 【選挙管理委員会からのおねがい】
投票所へ行かれる際には、選挙管理委員会から郵送される入場券をご持参ください。

投票区
番　号 投票所名 主な地区名

1 小美玉市役所 堅倉・大曲・仲丸・西明地
2 JA美野里町堅倉支所 上小岩戸・小岩戸・先後
3 西郷地公民館 西郷地・橋場美・清風台
4 三箇公民館 上鶴田・下鶴田・長砂・三箇
5 農村女性の家 納場・部室・江戸・寺崎・張星
6 手堤新農村集落センター 手堤・大笹・高田
7 柴高田園都市センター 柴高
8 竹原幼稚園 竹原・竹原下郷・中野谷
9 竹原中郷区公民館 竹原中郷・上馬場
10 希望ヶ丘区公民館 花野井・小曽納・中台・希望ヶ丘
11 羽鳥公民館 駅前・羽鳥・高場
12 脇山公民館 脇山・花館・中峰
13 羽刈集落生活改善センター 羽刈・北浦
14 十二所公民館 大谷 ・十二所・金谷久保
15 旭区コミュニティセンター 東平・羽刈前・旭・羽鳥市営住宅

16 江戸住宅区
コミュニティセンター 江戸住宅・五万堀

17 常陸小川農協川岸倉庫 本田町・中田宿・大町・橋向
横町・川岸

★18 小美玉市役所
小川総合支所 坂上・坂下・二本松

19 立延公民館 立延
20 小塙公民館 下馬場・小塙・幡谷

21 下田（一）ふるさと
コミュニティセンター 中根・下田（一）・ 下田（二）

22 宮田新農村集落センター 宮田

23 旧野田幼稚園 稲荷坪・野田本田・新林
野田古新田・隠谷 ・鷺沼・伏沼

投票区
番　号 投票所名 主な地区名

24 佐才地区
コミュニティーセンター 佐才

25 世楽ふるさと
コミュニティーセンター 世楽

26 上吉影公民館 上吉影・前原
27 上合公民館 上合・飯前・前野

28 下吉影小学校 下吉影本田・下吉影宿
下吉影荒地・百里基地

29 貝谷公民館 貝谷・下吉影古新田・下吉影南原

30 与沢地区新農村集落
センター 与沢・羽木上・与沢百里

31 外之内公民館 外之内
32 倉数公民館 倉数川前・倉数川向
33 山野公民館 山野・川戸

34 山川ふるさと
コミュニティーセンター

山川・清水頭・百里自営
百里開拓

35 小川ニュータウン公民館 田中台・小川ニュータウン

36 高崎集落センター
（１階ホール） 上高崎・下高崎

37 小美玉市役所
玉里総合支所

大宮・第二東宝・松山
玉里中台

38 田木谷鳥居下集会所 田木谷駅前

39 玉里北小学校
（学童保育施設）

田木谷・新田木谷
栗又四ケ・みどり野

40 玉川地区学習等
供用施設（学習室） 岡・大井戸平山

41 火の橋農村集落センター 川中子

42 玉里海洋センター
（ミーティング室）

第三東宝・玉里団地・野村田池
新高浜第一 ・新高浜第二

※アンダーラインは投票所のある地区です。
★第18投票所は、今回の選挙から「小美玉市役所小川総合支所」に変更となります。お間違えのないようご注意願います。

□立候補される方へ
　下記の日時・場所にて、立候補者の受付および書類事前審
査を行います。

立候補者の受付
（届 出）

◆日　時　平成 22年４月４日（日）
　　　　　 午前８時 30分から

午後５時まで
◆場　所　小美玉市役所本庁舎
　　　　　 ２階第２・第３会議室

立候補予定者
書類事前審査

◆日　時　平成 22年３月 23日（火）
　　　　　 午前 10時から
◆場　所　小美玉市役所本庁舎
　　　　　 ２階第２・第３会議室

選挙すべき人数 １名

□選挙公報の配布について
　各候補者の政見などが書かれた選挙公報は、各地区の回
覧にてお届けします。
　お手元に届かない場合は、市役所各庁舎をはじめとする
公共施設において設置・配布しておりますので、ご利用く
ださい。

□明るい選挙の推進について
　政治家や候補者が選挙区内にある者に寄附をする
と処罰されます。また、有権者が寄附を求めてもい
けません。
　お金の掛からないクリーンな選挙のために、
「贈らない・求めない・受け取らない」の『3ない』を守
りましょう。



文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

小美玉市江戸165-3  ☎0299（48）2568
健康増進・メタボ対策にもどうぞ

社交ダンス
教　室

半澤誠悦・松本悦子
　JBDFプロダンス
　インストラクター

健　　康 （水） 10：00～　ベーシック（土）10：00～
入門・初級 （火） 14：00～   （土） 11：00～
初　　級（月・金）20：00～   （金） 10：00～
初級・中級 （月） 13：30～   （水） 14：00～
中　　級 （火） 10：00～  （水・木）20：00～
全コースとも、月4回で、4,000円!!

★個人レッスンはご希望の時間で予約受付中

体
験
レ
ッ
ス
ン

 

一
，〇
〇
〇
円

★団体レッスンコース（見学自由）
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　市では、身近に車が無く遠方への外出が困難な高齢者の方、または身体に障がいを持つ高齢者の方に対し、通
院や通所する際の送迎費用の一部を助成します。

☆３月15日（月）から、平成 22年度（４月１日以降分）の申請受付を開始します。
　なお、事業内容の詳細は次のとおりです。

対 象 者…… ご自宅に車が無く、またご自身でも車を運転する事ができない方で、次のいずれかに該当す
る方

　　　　　　① 70歳以上であり、独居（ひとり暮らし）または高齢世帯（世帯全員が 65歳以上）の方
　　　　　　② 60歳以上で、下肢または視覚に障がいがあり、身体障がい者手帳をお持ちの方
助成内容……医療機関・福祉施設・市役所関連施設へ行く際の、タクシー初乗り料金を助成
　　　　　　※利用できるのは、小美玉市内に営業所がある次のいずれかのタクシー会社に限ります。

○（有）上田タクシー　○（有）小川ハイヤー　○羽鳥駅前ハイヤー（有）　○（有）美野里タクシー

利用回数……『利用券』をひと月２枚として、翌年の３月分まで交付（年間最大 24回分）

〔例〕 ・５月１日～５月31日の間に申請された場合 ⬅ ２枚×11カ月分（５月～翌年３月）=22 枚交付
　　   ・６月１日～６月30日の間に申請された場合 ⬅ ２枚×10カ月分（６月～翌年３月）=20 枚交付

利用方法……タクシーで医療機関等へ行く際に、『利用券』をタクシー運転手に提出してください。
　　　　　　送迎費用から初乗り料金が差し引かれます。

　　　　　　◎利用を希望される方は、申請書の提出が必要となります。
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受付窓口……○四季健康館内 福祉事務所美野里支部
　　　　　　○小川総合支所 福祉事務所小川支部
　　　　　　○玉里総合支所 介護福祉課

※申請用紙は
　各窓口に備えて
　あります。

【問い合わせ】
　介護福祉課　高齢福祉係
　☎４８－１１１１
　内線 3112・3111
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二本松町内会
ヘルプボート 

代表：区長　片田友宏
認定：平成 20 年５月
構成：21 人

　二本松区内の安全で安心して暮らせる地域づくりを
めざし、地域の連帯感を高め『思いやり』と『助け合い』
をスローガンに、潤いのあるまちづくりを目指していま
す。設立の主な目的は、次の通りです。
⒈  犯罪・事故・災害を未然に防止する。
⒉  安全な生活環境整備への区内の
皆さんの関心を高める。

⒊  地域の犯罪の抑止機能を高める。
　現在は、主に区域内の夜間パト
ロールを行っています。パトロー
ルに協力できる方は遠慮なく区長
までご連絡ください。

希望ヶ丘区
防犯パトロール隊

代表：事務局長 近藤 中
設立：平成 20 年４月６日
構成：36 人

★ このコーナーでは、まちづくり
　組織を順次紹介しています。

各地でさまざまなイベントを開催し、学区まちづくり組織が活動しています。

　毎週第１日曜日、第３水曜日に希望ヶ丘区内および
同公園の周辺を、３隊に分かれて集団パトロールを行っ
ています。また、ここ希望ヶ丘で毎年夏に開催される「小
美玉市ふるさとふれあいまつり」や年末年始にも防犯パ
トロールを行っています。
　なお、竹原小学校に通う児童の下校時にあわせ、隊
員は、自主的に「気くばり、目くばり、声かけ」をしなが

ら通学区を歩き、安心
で安全な住みよいまち
づくりに貢献していま
す。

▲さわやかな野田をつくる会（カルタ大会）H22.1.24 ▲納場地区コミュニティ（白鳥を観る集い）H22.1.31

まちづくり組織紹介
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小美玉市文化講演会

　１月 31 日、生涯学習
センターコスモスにおい
て、辻井いつ子さんをお
招きしての文化講演会が
開催され、多くの方々が
来場されました。
　辻井さんは、昨年６月
に行われた「ヴァン・ク
ライバン国際ピアノコン
クール」において日本人

初の優勝という快挙を成し遂げた辻井伸行さんを育てたお母さ
んです。全盲という大きなハンディを抱えた伸行さんに、良か
れと思うことは積極的に取り入れ、サポートし、手探りで子育

　１月 24 日、水戸市サッカー・ラグビー場において、快晴
で絶好のグラウンドコンディションの中、関東 3 県（千葉県、
埼玉県、茨城県）の激戦を勝ち抜いてきた12チームによる「サ
ントリーカップ中関東ブロック大会（第６回全国小学生タグ
ラグビー選手権大会）」が開催されました。
　この大会は、レベルの高いチームが集まり、予選から接戦
の連続で終了間際の決勝トライの試合が連続するなど、白熱
した対戦となりました。その中で、茨城県大会３位に入賞し
本県第３代表として出場した「上吉影ロイヤルアタッカーズ」

（多川伸子校長、岡嵜浩明コーチ、白田恵理コーチ）は、ボウ
ルトーナメント戦優勝の快挙を成し遂げました。

てを始められたそうです。
　子育て中、何度かご主人に、「無理しないほうがい
いのでは ?」などと言われながらも、「息子のことを信
じ、あきらめなかったこと」、「先のことはあまり考え
ず、今日１日だけのことを精一杯やるようにしてきた
こと」、「つねに「よかったよ」とほめてあげ、息子を安
心させてあげることができたこと」などを話されまし
た。子育て中の親にとって、多くの示唆をいただいた
講演会となりました。

　１月 31 日、完成間近の県道百里飛行場線（小川北中学校脇）
において、「第 26 回新春ライオンズマラソン大会」（常陸小川
ライオンズクラブ主催、美野里ライオンズクラブ、小美玉市・
小美玉市教育委員会後援）が開催され、577 人が健脚を競い合
いました。
　小学生１・２年生が１キロ、３・４年生が 1.2 キロ、５・６
年生が 1.8 キロ、中学生以上が 3.2 キロを全力で走り、参加者
全員が完走しました。
　また、閉会式では福引が行われ、豪華賞品が当たるなど楽し

い催しとな
りました。
　大会上位
入賞者は、
次のとおり
です。

上吉影小学校６年「ロイヤルアタッカーズ」

【小学１・２年生の部】
　１年男子…①飯塚　大翔　②廣木　春斗　③高木　　陸
　１年女子…①加藤木　陽　②藤崎　亜美　③高村　　颯
　２年男子…①中山　大靖　②柳瀬　学人　③熊谷　奏音
　２年女子…①櫻井　　涼　②高野　萌衣　③深谷　美来
【小学３・４年生の部】
　３年男子…①後藤　幹太　②石塚　雄登　③柴﨑　誉広
　３年女子…①田中　珠璃　②山元　愛海　③櫻井　夏生
　４年男子…①藤崎　叶真　②坂戸　大介　③新妻　孝太
　４年女子…①村上　　茜　②星野　莉那　③鶴見　双葉
【小学５・６年生の部】
　５年男子…①深谷　宏樹　②小塙　隆久　③小島　大樹
　５年女子…①堤　　菜月　②谷田　　萌　③石川　栄里
　６年男子…①谷川　史恭　②織田　和希　③新居見隼人
　６年女子…①片岡栄里花　②飯塚　真希　③雨海　佳那
【中学生・一般の部】
　中学男子…①茅根　光洋　②勝河　優太　③新妻　直樹
　中学女子…①鶴見　栞奈　②清水　美帆　③山崎　美希
　一般男子…①中里　崇樹　②内田　正直　③高村　　光 
　一般女子…①髙野　紀子　②佐々木裕子
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　本校では、「美しく、たくましく、あたたかく」を合い言葉に、
165 名の児童と13名の教職員が一体となって頑張っています。
特に、力を入れている取り組みを３点紹介します。
　一つめは、「縦割り班」を生かした人間関係づくりです。あいさ
つ運動、縦割り班での遊び、清掃活動などの常時活動だけでな
く、縄跳び集会や栽培活動にも積極的に他学年との関わりを取り
入れ、相手を思いやる心や感謝の心を育てています。
　二つめは、読書活動の推進です。朝の読書活動、ボランティア
や先生方による読み聞かせ、児童委員会による読書週間でのイベ
ント実施など、１冊でも多くの本を読んでもらおうと、学校をあ
げて読書活動に力を入れています。
　三つめは、保護者や地域の方との連携です。自由参観や親子
行事には今年度もたくさんの保護者の方が参加してくださいまし
た。また、「玉北ハーモニー集会」では、小美玉市民の会玉里支部
との共催で、広く地域の方々にも呼びかけて積極的に地域との交
流を図っています。
　玉里北小の子どもた
ちは、地域の方々や保
護者の方々の温かな応
援のもとで、たくまし
く育っています。

玉里北小学校（栗又四ケ986番地）

堅倉幼稚園（堅倉1278番地2）
　本園では、PTA 活動が盛んに行われています。子ども
の育ちが見えるように、保護者がかかわれる場として幼
稚園の行事に参加する機会を多く取り入れています。
　また、保護者同士のかかわりがもてる PTA 活動の一つ
として、７月に実施している「夕涼み会」があります。本
部役員を中心に全 PTA 会員でいろいろ計画し（模擬店・
ゲーム・堅倉獅子保存会の方の獅子舞など）幼稚園児・兄
弟・祖父母と多くの家族の皆さんが参加し、盛大に行わ
れます。好きなお店をまわり、お母さんたちとやり取り
をしながら買い物をしたり、親子でゲームを楽しんだり、
多くの人とのかかわりがもてる行事です。
　この活動を通して保護者同士の親睦が深まり、後の委
員会活動も円滑に行われます。また、保護者同士の情報
交換や、子育ての悩みの相談などを、気軽に話し合える
場になっています。
この他にも PTA 活
動を通して保護者
同士が力を発揮し
合い自主的に活動
を行っています。

　２月６日～
13 日の早朝、
霞ヶ浦のワカ
サギ減少に歯
止めをかけよ
うと、霞ヶ浦
漁業協同組合
田余支部およ

び新治玉川支部の組合員により、人工ふ化作業が実
施されました。作業は、組合員が捕獲したワカサギ
を雄と雌に選別し、精子と卵を絞り出し人工授精を
行うものです。受精卵は、シュロ皮で作られた木枠
に付着させ、船溜まり内に沈められ、１カ月程度で
ふ化します。組合員は「近年に無く大量のワカサギ
が捕獲でき、さらにワカサギが増えてくれれば」と
話していました。

石岡地区交通安全母の会

図書委員会による　
ジャンボ紙芝居

▲

　石岡地区交通安全母の会（久保田テル会長）では、
交通マナーの遵守が徹底されなく、県内の交通死
亡事故が非常に多いことから、身近にある包装紙や
布はしを利用した交通安全を呼びかける標語入りの
「オリジナル楊枝入れ」を 6,000 個作成し配布しま
した。
　同会では、結成以来、交通事故防止を呼びかける
活動を展開していますが、チラシの配布に比べ、オ
リジナル楊枝入れは実際に手に取った方がポケット
やバックに入れて喜んで持ち帰られることが多いこ
とから、地区内の市役所や主な公共施設、各種金融
機関など、人が多く集まる窓口等を中心に数十箇所
に配布しました。
　また、２月 23日には茨城放送にも出演し、久保
田会長は「事故を防ぐには、交通マナーを守ること。
私たちは引き続き、高齢者の交通事故防止対策の推
進を重要活動のひとつに掲げ、今後も“交通安全は
家庭から”を理念に、子どもや高齢者等を交通事故
から守り、安全で明るい地域社会づくりの実現に向
けて活動をしていきたい」と話しました。

学 校 紹 介

い き い き おみたまっ子おみたまっ子おみたまっ子おみたまっ子おみたまっ子おみたまっ子



　２月７日、四季の里前通りで「第４回小美玉市民駅伝競
走大会」（小美玉市、小美玉市教育委員会主催、小美玉市
体育協会後援）が開催され、７部門に１２３チーム〔１部（小
学生男子、女子、中学生女子、一般女子）：６２チーム、２部
（中学生男子、一般男子、行政区）：６１チーム〕が出場し、
健脚を競い合いました。
　今大会では、江戸スワローズＡ、美野里クラブ、小川南中
サッカー部Ａ、花館区の４チームが、大会新記録で優勝し、
各行政区の部門で花館区が見事４連覇を果たしました。
　大会の結果は次のとおりです。（敬称略）

〈区間賞〉

1区　増田　　敬（美野里クラブ） 8分36秒
2区　天坂　勇人（チーム百里） 4分51秒
3区　比気　龍司（小美玉市役所A） 8分23秒
4区　馬場　裕一（0.1ｔ） 4分23秒
5区　加籐　竜路（美野里クラブ） 8分26秒
6区　中里　崇樹（チーム百里） 4分46秒

1区　鶴田　有次（花館区） 9分28秒
2区　小島　慎一（花館区） 5分35秒
3区　中田　俊夫（花館区） 9分37秒
4区　島田　義之（花野井区） 5分14秒
5区　青木雄二郎（花館区） 9分48秒
6区　中山　　宏（旭区） 5分24秒

1区　文倉　陽菜（羽鳥ミニバスＡ） 6分33秒
2区　及川　瑠奈（羽鳥ミニバスＡ） 4分25秒
3区　岩永　早瑛（おみたまライズSC） 6分42秒
4区　二ツ森真由（美野里クラブ） 6分28秒
5区　金田　千里（納場SSS（女子）） 4分28秒
6区　神崎　　華（羽鳥ミニバスＡ） 6分03秒

1区　岡本佐知子（KAGOME女子マラソン部） 7分17秒
2区　長谷川真紀（Ｍ’ｓ） 4分36秒
3区　手賀ふみ子（美野里クラブ） 6分29秒
4区　和田由美子（美野里クラブ） 6分18秒
5区　中川　真未（KAGOME女子マラソン部） 5分23秒
6区　深作　由美（Ｍ’ｓ） 7分20秒

1区　比気　　梓（小川南中ソフトテニス部Ａ） 6分18秒
2区　井坂　梨乃（美野里中陸上部Ａ） 3分56秒
3区　前島　明菜（美野里中陸上部Ａ） 5分57秒
4区　貫井　翠音（美野里中陸上部Ａ） 6分03秒
5区　貫井紗央莉（美野里中学生部Ｂ） 4分05秒
6区　清水　美帆（小川南中ソフトテニス部Ｂ） 5分39秒

一般男子の部 各行政区の部

小学生女子の部

1区　平沼　翔太（美野里クラブ） 6分14秒 
2区　飯塚　龍平（江戸スワローズＡ） 3分52秒 
3区　河合　亮輔（羽鳥サッカーＡ） 5分43秒 
4区　和田　佳樹（江戸スワローズＡ）  5分58秒 
5区　小嶋　大輝（江戸スワローズＡ） 3分42秒 
6区　海老澤広平（江戸スワローズＡ） 5分41秒

小学生男子の部

①江戸スワローズＡ 31分56秒
②美野里スラッカーズＡ 32分24秒
③玉里少年サッカークラブＡ 33分03秒
④羽鳥サッカーＡ 33分07秒
⑤納場SSS（A）　　　　　　　   33分53秒
⑥羽鳥ハリケーンA 33分55秒

小学生男子の部（40チーム参加）

①小川南中サッカー部A  43分30秒
②美野里中陸上部 45分06秒
③玉里中サッカー部A 45分38秒
④美野里中野球部A 46分26秒
⑤小川北中サッカー部A 46分31秒
⑥小川北中サッカー部B 48分15秒

中学生男子の部（31チーム参加）

①美野里中陸上部A 32分36秒
②小川南中ソフトテニス部A 32分53秒
③小川南中ソフトテニス部B 33分01秒
④美野里中陸上部B 34分45秒
⑤美野里中女子バレーボール部1年 36分16秒
⑥小川北中バレー部A 36分58秒

中学生女子の部（13チーム参加）

①羽鳥ミニバスＡ 35分26秒
②美野里クラブ 37分17秒
③羽鳥ミニバスＢ 37分54秒
④おみたまライズＳＣ 38分39秒
⑤納場SSS（女子） 39分02秒

小学生女子の部（５チーム参加）

①花館区 46分00秒
②柴高区 49分50秒
③こいわと 50分01秒
④旭区 50分47秒
⑤花野井区 51分35秒
⑥鷺沼チーム 52分35秒

各行政区の部（９チーム参加）

①チーム百里 42分08秒
②美野里クラブ 42分32秒
③小美玉市役所A 44分07秒
④横浜ゴム 45分54秒
⑤ぺんてるスリッチーズ 47分00秒
⑥ACE 47分15秒

一般男子の部（21チーム参加）

①美野里クラブ 38分52秒
②Ｍ’ｓ 41分25秒
③KAGOME女子マラソン部 43分24秒
④さぎぬまかあちゃんず 47分33秒

一般女子の部（４チーム参加）

一般女子の部

中学生女子の部

1区　新居見拓人（小川南中サッカー部A） 8分53秒
2区　二ツ森　昂（美野里中陸上部） 4分59秒
3区　菊池　勇太（小川南中サッカー部A） 9分29秒
4区　丸山　　翔（小川南中サッカー部A） 5分09秒
5区　小金澤鷹男（小川南中サッカー部A） 9分33秒
6区　鶴巻　俊介（小川南中サッカー部A） 5分11秒

中学生男子の部
【２部　1・3・5区　2.65km　　2・4・6区　1.48km】

【２部　６区間　12.39km】

【１部　６区間　8.42km】

【大会結果】【大会結果】【大会結果】
〈順位結果〉

第４回  小美玉市民駅伝競走大会第４回  小美玉市民駅伝競走大会

【　　　　　　 　】１部　１区　1.71km　２・５区　1.10km
　　    ４区　1.55km　３・６区　1.48km
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笹 光 建 設株式会社

新築/増改築/小さなリフォームなど

〒311-3416　茨城県小美玉市与沢253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

www.sasamitu.co.jp/
検索ささみつ

新品も!中古も!純正品も!現金特価
自動車の保険ご利用の手続きも致します。

石岡市国府７－８－１【６号国道恋瀬橋北交差点角】

電話 22-3740
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絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
試
験
案
内
等
の

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
も
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
石
岡
警
察
署
警
務
課

　

☎
2
8
-0
1
1
0

試 験 区 分 男性警察官A 女性警察官A

採用予定人員 70 名程度 ６名程度

受 験 資 格

昭和 56 年４月２日以降に生まれた人で、学校教
育法による大学（短期大学を除く。）を卒業した人
若しくは平成 23年３月 31日までに卒業見込みの
人又は人事委員会がこれと同等と認める人。

採用年月日 平成 23年４月１日

■試験区分、採用予定人員および受験資格

警
察
官
採
用（
第
1
回
）試
験

４
月
１
日
か
ら

　

小
美
玉
市
役
所
の

　
　

業
務
時
間
が

変
更
に
な
り
ま
す

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

     

助
成
の
申
請
受
付
は

3
月
31
日
ま
で
で
す



国産品の

相川畳店
地域一番安い!

石岡市旭台1-15-1
☎ 26-0669

全
部
無
料

○家具の移動
○日帰り畳工事
○柱切りかけ代
○仕上げ拭き掃除

正直価格
創業30

0年
創業30

0年
創業30

0年

熊本産

この市報をご持参の方に限り
先着30名様データCDプレゼント

データCD
付き

各種
証明写真

美しい
パスポート

〒319-0106 茨城県小美玉市堅倉999-2
☎0299-48-0075

すぐ出来ます!

堅倉

金馬車

至小川

至石岡

至水戸

ファミリー
マート

セブン
イレブン

小美玉市役所
本庁

スーパー
タイヨー

GS

堅倉北

羽
鳥
駅

6

堅倉中央

当 館
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発
展
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生
活

し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
あ

な
た
の
技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
、

そ
の
国
づ
く
り
に
貢
献
す
る
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
ず
は
体
験
談
＆
説
明
会
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

4
月
10
日（
土
）

　

シ
ニ
ア
：
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分 

　

協
力
隊
：
午
後
2
時
〜
4
時
30
分   

会　

場

　

水
戸
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

願
書
受
付

　

4
月
1
日（
木
）〜
5
月
17
日（
月
）

消
印
有
効

募
集
資
格 

（
平
成
22
年
5
月
17
日
現
在
）

・
青
年
海
外
協
力
隊　

 

満
20
〜
39
歳

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
〜
69
歳

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
書
類（
健
康
診
断
書

を
含
む
）を
郵
送
に
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
J
I
C
A
筑
波

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
担
当　

大
村

　

☎
０
２
９
-８
３
８
-１
７
７
４

　さっそうと格好よく歩けるよう、健康運動指導士の指導のもと、ウォーキングに必要なストレッチや筋力をつけ
ながら、基礎からウォーキングを学ぶ教室です。３カ月間で運動効果をさらに向上させるための「ウォーキング」を
実践していきます。
　春の気持ちよい風を感じながら「四季の広場」を歩きませんか ?

4 月 7日（水）、14日（水）、20日（火）、28日（水）
● ウォーキングの基礎知識とミニウォーク
● 正しい靴の選び方・はき方
● しなやかな身体をつくるストレッチの方法

5 月 6日（木）、13日（木）、19日（水）、26日（水）
● 健康に効果的なウォーキング法とは ?
● 良い姿勢・美しい歩き方を身につけましょう
● 有酸素運動の効果的な運動とは ?

6 月 9日（水）、15日（火）、23日（水）、30日（水） ●  基本のフォームを確認し、美しいウォーキング法を習得しましょう
● 筋力アップ、疲れにくい歩き方とは ?

■日程・内容　３カ月間（全 12回） 　時間：午前10時～11時30 分

（＊毎回血圧測定を実施します。また、栄養指導が随時あります。）

場　　所　全日程、四季健康館で実施します。
対 象 者　40歳～ 69歳 （初めての方優先、治療中の方は医師の運動許可が必要です）
講　　師　健康運動指導士（管理栄養士資格有り）
受 講 料　1,000円（資料代および保険料）　※受講料は初日にお預かりします。
募集人員　30名（定員になり次第締め切りとなります）
申込期間　３月23日（火）～ 30日（火）
申込方法　電話または直接窓口にてお申込みください。

申込み・問い合わせ

健康増進課成人保健係
（四季健康館内）
☎４８－０２２１

広報おみたま 2 月号の 8 ページに掲載した小美玉市消防長表彰者に誤りがありました。ここに訂正し、お詫び申し上げます。
( 正 ) 永年勤続賞　美野里消防団 第１分団　団員  須貝研一

〈お詫びと訂正〉〈お詫びと訂正〉

平
成
22
年
度

 
J
I
C
A
ボ
ラ
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テ
ィ
ア
春

（
水
戸
会
場
）募
集
説
明
会

（
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
）



けんこうビューけんこうビューけんこうビュー
知っていますか？
成年後見制度のこと・・

補助類型 保佐類型 後見類型

〔支援内容〕
本人が同意し家庭裁判所が認めた民法第13
条１項の一部の同意権と本人が同意し家庭
裁判所が認めた一定の法律行為の代理権

〔支援内容〕
民法第13条1項の重要な法律行為の同
意権と本人が同意し家庭裁判所が認
めた一定の法律行為の代理権

支援する人＝補助人 支援する人＝保佐人 支援する人＝保佐人
〔支援内容〕
日常生活に関する行為を除くすべての法
律行為を代わって行ったり、必要に応じ
て取消を行う

ひとり暮らしの老後を安心して過ごしたい。
高齢施設へ入所するための契約書や入院費用を払ってもらいたい。
これまで経営してきたアパートの管理もお願いしたい。できれば今から頼みたい。

アルツハイマーが発症。今一人
暮らしだが自分の意思で悔いの

ない人生を送りたい。

使うはずもない高額な健康器
具などを頼まれるとつい買って

しまう。

両親が死亡した後、知的障が
いをもつ子どもの将来が心配。 

子どもの今後の生活が心配。

認知症の父の不動産を売却し
て入院費にあてたい。

寝たきりの父の面倒を見て財
産管理をしてきたが、他の兄弟

から疑われている。

老人ホームにいる母の年金を
持ち出してしまう兄に困ってい

る。

こんな時に
利用できます 111

222

555

333

666

444

777

法定後見制度はどんな時に利用できる？？

Q本人は後見制度の利用を望んでいる

利用できません

望んでいない 望んでいる

Q本人は不動産の売却・賃貸借、自動車の購入・金銭の賃借等をひとりでできる
できるかもしれないが不安が… できない

Q本人は日常生活に必要な買い物をひとりでできる
できる できない

～　 は任意後見制度が利用できます。111 333 ～　 は法定後見制度が利用できます。333 777

広報おみたま　平成 22年 3月 11日13

　年齢を重ねると若い頃に比べ物事を正しく理解する力が衰えます。物事を正しく判断することが苦手な認知症、             
精神障がい者、知的障がい者の方々の権利を保護し生活を支援するシステムが成年後見制度です。

主食 汁物

民法13条第１項の行為とは?
⒈賃金の元本の返済を受け入れたり、預貯金の払い戻しを受けたりすること ⒉金銭を借り入れたり保証人になること
⒊ 不動産をはじめとする重要な財産について手に入れたり、手放したりすること ⒋民事訴訟で原告となる訴訟行為を行うこと
⒌贈与、和解、仲裁合意をすること     ⒍相続の承認・放棄をしたり遺産分割をすること
⒎贈与・遺贈を拒絶したり不利な条件がついた贈与や遺贈を受けること  ⒏新築・改築・増築や大修繕をすること
⒐一定の期間を超える賃貸借契約をすること

問い合わせ  地域包括支援センター　☎５８－１２８２

詳しいことは「地域包括支援センター」にお問い合わせください。

〔申 立 者〕 本人・配偶者・４親等内の親族・市町村長
〔必要書類〕 申立書、申立書付票、申立人の戸籍謄本、本

人の戸籍謄本、戸籍の附表、登記されていな
い証明書成年後見人候補者の戸籍謄本、住民
票、身分証明書、登記証明書

〔費　　用〕 収入印紙代、登記印紙代、切手代、鑑定費用
（５万円程度）

※申請内容により費用は異なります。
※費用は原則として申立人が支払います。

〔調　　査〕 家庭裁判所調査員が事情を尋ねたり、関係者
に問い合わせをする。

〔鑑　　定〕 判断能力についてより正確に把握する必要が
ある場合は医師に依頼する（原則として後見・
保佐類型が必要）。

〔審　　判〕 結果を踏まえ審判官が後見開始の審判を行
う。同時に後見人の選任を行う。

※即時控訴期間が 2週間あり、異議申立ができます。
※申立から後見開始まで 3カ月から 6カ月間かかります。

申　立 審　判 後見委任事務開始
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小　

林　

英　

子

　

母
見
舞
ふ
日
課
と
な
り
て
一
ヶ
月
帰
る
夜
道
に
小
雪
降
り
初
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

生
コ
ン
屋
入
り
口
閉
ざ
す
日
の
続
き
四
十
年
の
砂
利
音
絶
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　

寒
中
の
深
空
を
写
す
大
利
根
の
人
影
も
な
く
流
る
と
も
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

知　

子

　

リ
ウ
マ
チ
を
忘
れ
て
日
ご
と
初
孫
の
笑
顔
に
幸
せ
更
新
を
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

村　

美
智
子

玉
里
短
歌
会

　

古
稀
超
ゆ
る
夫
と
迎
う
る
新
年
の
朝
を
連
れ
立
ち
湖う

み

へ
と
歩
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

　

晩
酌
に
好
み
て
飲
み
き
し
ウ
ィ
ス
キ
ー
嗅
覚
弱
れ
ば
こ
の
ご
ろ
減
ら
ず　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

野
良
チ
ャ
ン
は
エ
サ
の
礼
に
や
ム
ク
ド
リ
と
ネ
ズ
ミ
の
む
く
ろ
門か

ど

に
運
び
来　
　
　
　

池　

上　
　
　

昭 

　

免
許
証
書
替
ど
き
に
や
や
認
む
わ
が
機
能
低
下
気
締
め
て
ゆ
か
む　
　
　
　
　
　
　
　

小　

松　

き　

そ    

　

い
つ
の
日
か
野
鳥
の
落
し
た「
腹
く
ぐ
り
」赤
き
万
両
あ
ま
た
実
の
な
る　
　
　
　
　
　

平　

野　

ふ　

さ



4月4日・11日

◆受付　午前９時～11時30分 　午後１時～３時30分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
 外　　　科

4月3日・4日・10日・11日

◆受付 　午後６時～９時30分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）4月前半4月前半4月前半 4月前半4月前半4月前半緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

日

4

11

石岡市医師会病院　　（石岡市）　　 ☎22－4321

石岡市医師会病院　　（石岡市）　　 ☎22－4321

広報おみたま　平成 22 年 3 月 11 日15

▼
地
名
の
由
来

　

開
港
を
迎
え
た
茨
城
空
港
は
、

正
式
名
称
を
百
里
飛
行
場
と
言
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
飛
行
場
名
に

冠
さ
れ
て
い
る「
百
里
」と
言
う
地

名
の
由
来
を
ご
存
じ
で
す
か
?

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
江
戸
時

代
の
村
の
大
き
さ
は
、
現
在
の

大お
お
あ
ざ字

に
ほ
ぼ
相
当
し
ま
す
。
江
戸

時
代
後
期
、
小
美
玉
市
の
区
域
に

は
、
五
〇
ほ
ど
の
村
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、明
治
、大
正
、昭
和
、

平
成
と
時
代
を
経
る
ご
と
に
合
併

を
繰
り
返
し
て
、
小
美
玉
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。
な
お
、市
内
に
は
、

「
百
里
」と
い
う
大
字
が
あ
り
ま
す

が
、
江
戸
時
代
に
百
里
村
と
い
う

村
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
字

百
里
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
小
川

町
が
誕
生
し
た
際
に
設
定
さ
れ
た

新
し
い
大
字
で
、
旧
上
合
村
と
下

吉
影
村
の
一
部
に
当
た
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
古
文
書
や
絵
図
に

は
、
百
里
と
冠
さ
れ
た
街
道
の
記

録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
い
も

の
で
は
、
三
六
〇
年
ほ
ど
前
の
慶

安
年
間
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）に

小こ

み

や

ま

宮
山
楓ふ

う
け
ん軒

が
編へ

ん
さ
ん纂

し
た『
水す

い
ふ府

志し
り
ょ
う料

』の
紅
葉
組
茂
木
村（
潮
来

市
）の
項
に「
百
里
海
道
」と
い
う

街
道
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。「
芹

「
百
里
」の
う
つ
り
か
わ
り

沢
新
田
よ
り
茂
木
村
に
至
る
原
道
を

い
う
。
水
戸
よ
り
潮
来
迄
、
六
町
を

一
里
と
し
て
大
抵
百
里
程
有
故
に
名

づ
く
と
ぞ
」

　

弘
化
三
年（
一
八
四
六
）の
須
田
家

に
残
さ
れ
て
い
る
水
戸
藩
潮
来
領
の

絵
図
に
は
、
潮
来
領
の
内
陸
部
か
ら

水
戸
城
下
に
延
び
る
街
道
に「
百
里

海
道
」と
の
記
載
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
百
里
」の
里
は
、
昔
に
用
い
ら

れ
て
い
た
長
さ
の
単
位
で
、
一
般

的
に
通
用
し
て
い
る
の
は
、
一
里

＝
三
十
六
町
＝
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
が
、
一
里
を
六
町（
一
町
＝

一
〇
九
メ
ー
ト
ル
）と
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
一

里
は
約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

一
〇
〇
里
は
、
約
六
十
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
距
離
に
な
り
ま
す
。
実
は
、

前
に
述
べ
た
水
戸
城
下
か
ら
潮
来
領

ま
で
は
、
約
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
百

里
海
道
」の
由
来
は
、「
水
戸
城
下
と

潮
来
領
を
結
ぶ
一
〇
〇
里
の
距
離
が

あ
る
街
道
」と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、「
百
里
」の
地
名
は
、
水
戸
藩

二
代
藩
主
徳
川
光
圀
公
が
、
下

し
も
う
さ
の
く
に

総
国

（
千
葉
県
）の
九
十
九
里
浜
に
対
抗
し

て
、
命
名
し
た
と
の
逸い

つ
わ話

も
残
っ
て

い
ま
す
。

▼
百
里
の
歴
史

　
「
百
里
海
道
」と
は
別
に「
百
里
原
」

と
い
う
地
名
も
あ
り
ま
す
。「
百
里

原
」と
は
古
く
は
、
旧
東
茨
城
郡
〜

旧
行
方
郡
〜
旧
鹿
島
郡
に
お
よ
ぶ
広

い
原
野
の
こ
と
を
指
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
範
囲
が
狭
ま
り
、
百
里
基

地
周
辺
の
原
野
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
ま
た
、「
百
里
原
」を
縦
断
す
る

よ
う
に
、「
百
里
海
道
」が
通
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
水
戸
藩
南
領

の
郡

こ
お
り

奉ぶ
ぎ
ょ
う行

と
し
て
着
任
し
た
小
宮

山
楓
軒
は
、
こ
の
原
野
に
ナ
ラ
や

ク
ヌ
ギ
の
植
林
を
始
め
て
、
藩
有

林
の
御お

た
て
や
ま

立
山
と
し
て
保
護
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
明
治
の
世
に
な
り
、

廃は
い
は
ん
ち
け
ん

藩
置
県
で
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
植
林
さ
れ
た
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
は
伐
採
さ
れ
て
、
薪ま

き

や
炭
な
ど
に

姿
を
変
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
正

末
期
ま
で
小
川
河
岸
な
ど
に
積
み
出

さ
れ
、
船
で
大
消
費
地
で
あ
る
東
京

へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
証
明

す
る
よ
う
に
、
茨
城
空
港
整
備
に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
で
は
、

多
く
の
炭
焼
き
窯
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
十
三
年
、「
百
里
原
」（
茨
城

〜
御お

た

て

や

ま

立
山
か
ら
茨
城
空
港
へ
〜

空
港
の
北
側
）に
筑
波
海
軍
航
空
隊

の
補
助
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
て
、
同

年
十
二
月
十
五
日
、
百
里
原
分
遣
隊

が
開
隊
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、

独
立
航
空
隊
の
百
里
原
海
軍
飛
行
隊

と
な
り
ま
す
。太
平
洋
戦
争
後
に
は
、

大
部
分
が
再
び
払
い
下
げ
て
、
開
拓

さ
れ
て
農
地
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

で
も
、
行
政
区「
百
里
開
拓
」の
地
名

と
し
て
、
そ
の
名
残
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
一
年
、
防
衛
庁
が
百
里

基
地
建
設
計
画
を
発
表
し
た
と
こ

ろ
、
当
時
の
小
川
町
を
二
分
す
る
よ

う
に
、
基
地
誘
致
派
と
反
対
派
が
運

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭

和
四
〇
年
、
主
滑
走
路
が
完
成
し
、

昭
和
四
十
一
年
七
月
、
航
空
自
衛
隊

百
里
基
地
は
正
式
に
発
足
し
ま
し

た
。

　

平
成
五
年
六
月
、
小
川
町
は「
百

里
基
地
民
間
共
用
化
を
軸
と
し
た
小

川
町
の
活
性
化
推
進
に
関
す
る
要
望

書
」を
茨
城
県
に
提
出
し
、
平
成
七

年
、
茨
城
県
は「
百
里
飛
行
場
民
間

共
用
化
構
想
」を
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
四
月
に
は
、
百
里
飛
行

場
の
民
間
共
用
化
の
た
め
の
事
業
費

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

空
港
整
備
事
業
は
順
調
に
進
み
、
平

成
二
十
二
年
三
月
十
一
日
、「
百
里
」

か
ら
世
界
に
向
け
て
旅
客
機
が
テ
イ

ク
オ
フ
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、「
百
里
」の
地

は
、
国（
藩
）有
化
と
民
間
払
い
下
げ

を
繰
り
返
し
た
大
規
模
開
発
の
歴

史
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

（
次
回
の
掲
載
は
５
月
号
で
す
）

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
２
６
―
９
１
１
１
】

小川河岸に何段にも積み重ねられた薪（小川町史より転載）

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
⑪
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島
し ま だ

田　帆
ほ く と

玖斗ちゃん
　（平成 18年 3月 27日生）
◆ ぼくは小美玉市と同じ誕生日。将来
はサッカー選手になりたいなぁー。

磯
い そ べ

部　梓
あずさ

ちゃん
　（平成 18年 11月 24日生）
◆ 大きくなったら“ゆでたまご”に
なります!優しい子に育ってね。

鈴
木
結
女

鈴
木
結
女  

（
小
川
小
３
年
）

（
小
川
小
３
年
）

●
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

●
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門    

知
事
賞
入
選

知
事
賞
入
選

　２月６日から14日まで、四季文化館（み
の～れ）において、『茨城空港開港記念「第２
回小美玉ゆめ未来芸術展」』（小美玉市茨城
空港利用促進協議会主催）が開催され、市
内の小・中学生が描いた作品1,142 点が展
示されました。
　芸術祭のテーマは「空港に架ける私の夢」
で、開港を間近に控え、地元の子どもたちに茨城空港への関心を深めてもらおう
と開催されました。審査は、昨年に引き続き、市内在住で茨城空港のロゴやイメー
ジキャラクターの「スカイスリー」を制作したグラフィックデザイナーの藤代範雄
氏を審査委員長に、著名なグラフィックデザイナーの浅葉克己氏、新村則人氏、
古平正義氏の４人が行いました。
　芸術祭の初日には、同館風のホールで入賞者 94人（金賞12点うちグランプリ
賞１点、銀賞24点、審査員賞４点、銅賞36点、特別賞18点）の表彰式が行われ、
賞状と副賞が贈られました。
　今回の作品は、空港から旅客機が大空に飛び立つ様子などを描いたものが多く、
子どもたちの思い思いの夢が描かれた力作が会場いっぱいに並びました。
　審査委員長の藤代氏は、「作品のレベルは昨年より数段上回り、審査に苦労した。
ぜひ多くの方々に見てもらいたい」と語っていました。 
　グランプリ賞、金賞、審査員賞の入賞者は、次のとおりです。（敬称略）

▼グランプリ賞　伊藤　優花

▼金　　　　賞
　石川　真瑚、阿部　来美、田上　弘樹、鈴木　　岳、山元　美季、大倉　　翼、
　中島　早瑛、小林　衿菜
　土屋　勇貴、遠藤　駿太、貝塚　智史

▼審 査 員 賞　菊池さくら、坂　祐美子、
　　　　　　　　外谷　駿介、菅澤　綾音

　当日は、小川文化センター（アピオス）で記念イベントが行われ、その
一環として茨城空港発、韓国・仁川国際空港行きのペア往復航空券が当
たる抽選会があります。ぜひ足を運んでみてください。
※午前9時から受付で抽選券を配布します。

問い合わせ　秘書広聴課　☎４８－１１１１　内線1211

「茨城県下水道促進週間「茨城県下水道促進週間
コンクール」入賞作品コンクール」入賞作品


